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赤い羽根共同募金は､じぶんの町を良くするしくみ

赤い羽根共同募金運動
No.58

平成30年９月25日

　今年も10月１日から「赤い羽根共同募金運動」が全国一斉に行われます。
　この赤い羽根共同募金は能代市の子どもたち、高齢者、障がい者などを支援
するさまざまな活動に役立てられ、地域の福祉活動を支えています。
　平成30年度の赤い羽根共同募金目標額は7,500,000円です。市民の皆さま
に一世帯あたり550円を目安としてお願いしています。

皆さまのご理解、ご協力をよろしくお願いします。

赤い羽根共同募金運動
が始まります。

【施設合同夏祭りin松籟荘　８月４日】
　第11回施設合同夏祭りが開催されました。昼
の部では、デイサービス利用者の皆さまに、射的
や輪投げなどの屋台巡りで、縁日気分を楽しんで
いただきました。夜の部では、オープニングで
「のしろシニアチアダンス101」の皆さまによる
チアダンスから始まり、「働く婦人の家利用者連
絡協議会」と「千川流貴奉会」の皆さまによるやぐ
らを囲んでの盆踊りや焼き鳥などの屋台も大好評で、
松籟荘・グループホームの入居者、ボランティア、
藤山自治会の皆
さまと一緒に、
暑さに負けない
くらい盛り上が
りました。

【施設合同運動会　６月14日】
　利用者や入所者の皆さまの親睦を深めることを
目的に、今年も６施設から約250人が参加し、開
催されました。
　５チームに分かれ、ボール送りリレーやパン食
い競争、玉入れ競争、チーム対抗綱引きに挑戦し、
全力プレーで最後まで奮闘していました。第一保
育所の園児が歌や踊りを披露し、会場に賑やかな

声が響きました。会
場は熱気と笑い声に
包まれ、楽しい雰囲
気のなか無事終了し
ました。　　　　　

　　　　　

【浴衣の着付け　７月19日･26日､８月２日】
　日本の伝統文化である浴衣の着付けを池田貴美
子先生よりご指導いただきました。浴衣を着る機
会は少なく
なったと思
いますが、
洋服とはま
た違った新
しい自分を
見つけるこ
とができま
した。

二ツ井生きがいスクール
【健康踊り　５月24日､６月14日･28日】
　心身ともに健康で仲間作り・生活の輪を広げる
ため、今年も成田信子先生を講師に迎え開催しま
した。講師
のユーモア
のある指導
に、参加者
も引き込ま
れ、自然に
体を動かす
ことができ
ました。

赤い羽根共同募金は､じぶんの町を良くするしくみ

※写真は、平成29年度の街頭募金の様子です。

能代市社会福祉協議会 または検索

QRコード
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
は

能
代
市
の
福
祉
活
動
を
支
え
ま
す
。

　
今
年
度
は
次
の
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
を
相
談
す
る

　
無
料
法
律
相
談
事
業

　
毎
月
、
弁
護
士
に
よ
る
専
門
的
な
法
律
相
談
を
行
い

ま
す
。

　
地
域
の
支
え
合
い
体
制
を
構
築
す
る

　
要
援
護
者
避
難
支
援
訓
練
事
業

　
災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
（
要
配
慮
者
）
の
避
難

支
援
体
制
を
地
域
住
民
と
一
緒
に
考
え
、
日
頃
か
ら
見

守
り
な
ど
地
域
で
支
え
る
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
次
の
２
地
区
で
行
い
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

　
高
齢
者
世
帯
住
宅
小
破
修
理
事
業

　
低
所
得
世
帯
に
対
し
、
住
宅
の
必
要
最
小
限
度
の
応

急
修
理
に
つ
い
て
助
成
し
ま
す
。

※

平
成
30
年
度
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

◆
平
成
30
年
度
能
代
市
社
会
福
祉
大
会

　
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
社
会
福
祉
の
発
展
に

関
す
る
課
題
解
決
に
向
け
、
決
意
を
新
た
に
す
る
と
と

も
に
、
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
感

謝
と
敬
意
を
表
す
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

　開
催
日
　
11
月
９
日

　
時
　
　間
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
場
　
　所
　
能
代
市
文
化
会
館
　
中
ホ
ー
ル

　
講
　
　師
　
松
藤 

和
生 

氏（
Ｋ
Ｔ
福
祉
研
究
所
代
表
）

※

住
民
目
線
で
福
祉
を
具
体
的
に
わ
か
り

や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

　演
　
　題 

「
地
域
で
共
に
支
え
合
う
し
く
み
づ
く
り
」

　
入
場
料
　
無
料
（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）

　
問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
89̶

６
０
０
０

◆
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
所

　
開
催
日
・
場
所

　10
月
24
日

　
　
　
　
　
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
　
　
　
　
　
11
月
28
日
・
12
月
26
日

　
　
　
　
　
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
面
談
室

　
時
　
　間
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
定
　
　員
　
市
内
在
住
の
方
　
先
着
５
名

　
問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
　
　
　
　
　
☎
89̶

６
０
０
０

　
　
　
　
　
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
73̶

３
８
０
１

◆
二
ツ
井
生
き
が
い
ス
ク―

ル

●
ピ
ン
ポ
ン
ゲ̶

ム

　開
催
日
　
９
月
27
日
　
10
月
４
日
・
25
日

　
内
　
　容
　
ピ
ン
ポ
ン
ゲ
ー
ム
（
卓
球
）

●
相
続
・
遺
言
に
つ
い
て
の
講
話

　
開
催
日
　
11
月
１
日

　
内
　
　容
　
公
証
人
よ
り
相
続
・
遺
言
に
つ
い
て
説
明

　い
ず
れ
も
、

　
定
　
　員
　
概
ね
65
歳
以
上
の
方
　
15
名

　場
　
　所
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
時
　
　間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
問
合
せ
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
73̶

３
８
０
１

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

●
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

　開
催
日
　
10
月
30
日
・
31
日
　
11
月
２
日

　
場
　
　所
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
時
　
　間
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　※

11
月
２
日
の
み
午
前
10
時
〜
正
午

　
内
　
　容
　
施
設
訪
問
、
お
箸
づ
く
り
等

　
受
講
料
　
３
０
０
円
（
材
料
費
と
し
て
）

　
定
　
　員
　
市
内
在
住
の
方
　
10
名

　
問
合
せ
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
73̶

３
８
０
１

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
研
修

　開
催
日
　
11
月
30
日

　
場
　
　所
　
能
代
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
時
　
　間
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
内
　
　容
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
89̶

６
０
０
０

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

　
開
催
日
　
12
月
１
日

　
場
　
　所
　
能
代
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
時
　
　間
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
内
　
　容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

　
問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
89̶

６
０
０
０

社
協
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
地
域
福
祉
団
体
へ
支
援
す
る　

　
福
祉
団
体
等
助
成
事
業

　
地
域
の
福
祉
団
体
等
が
行
う
事
業
へ
助
成
し
、
地
域

福
祉
活
動
の
推
進
と
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
助
成
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

能
代
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

・
母
子
寡
婦
福
祉
事
業
　

の
し
ろ
で
あ
い
の
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

・
の
し
ろ
で
あ
い
の
コ
ン
サ
ー
ト

ふ
っ
ち
ゃ
ん
・
ゆ
っ
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会

・
ふ
っ
ち
ゃ
ん
・
ゆ
っ
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
祭
り
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
い
ち
ば
ん
星
　

・
大
型
紙
芝
居
作
成
・
施
設
訪
問
事
業

の
し
ろ
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
会

・
ひ
ま
わ
り
号
走
る
事
業

能
代
市
赤
十
字
奉
仕
団

・
地
域
研
修
事
業

能
代
市
遺
族
会
　

・
遺
族
大
会
研
修
事
業

二
ツ
井
町
松
寿
会
連
合
会

・
町
中
花
い
っ
ぱ
い
運
動

能
代
山
本
手
話
研
究
会

・
手
話
研
究
事
業

二
ツ
井
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会

・
音
楽
鑑
賞
事
業

能
代
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
地
域
支
え
合
い
友
愛
活
動
の
展
開

能
代
山
本
肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
　

・
相
談
会
及
び
研
修
会
事
業

能
代
お
や
こ
劇
場

・
子
育
て
講
演
会
＆
人
形
劇
公
演
事
業

　
こ
の
度
、
平
成
30
年
７
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
理
事
会
に
お

い
て
、
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
就
任
に
際
し
ま
し
て
は
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
域
福
祉
活
動
の
更
な
る
推
進
と
社

会
福
祉
の
よ
り
一
層
の
充
実
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
高
齢
者
世
帯
の
増
加
、
社
会
的
孤
立
、
困
窮

世
帯
の
増
加
と
子
ど
も
の
貧
困
、
家
族
関
係
の
希
薄
化
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
低
下
な

ど
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
「
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
へ
の
対
応
」
と
「
地
域
の
つ
な
が
り
の
再
構

築
」
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
心

豊
か
に
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
自
立
支
援
の
推
進
に
努
め
る
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
、
協
働
で
地
域
支
援
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
事
業
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
よ
り
一
層
利
用

者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
取
り
組
み
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
民
間
福
祉
団
体
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
使
命
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
、
役
員
・
職
員
一
丸
と
な
り
、
精
一
杯
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
平
成
30
年
７
月

社
会
福
祉
法
人
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
田
　
村
　
重
　
由

新
会
長
就
任
挨
拶

新
会
長
就
任
挨
拶

8/26　出戸第五自治会

6/27　仁鮒中台町内会
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赤
い
羽
根
共
同
募
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は

能
代
市
の
福
祉
活
動
を
支
え
ま
す
。

　
今
年
度
は
次
の
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
を
相
談
す
る

　
無
料
法
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相
談
事
業

　
毎
月
、
弁
護
士
に
よ
る
専
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的
な
法
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相
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を
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い

ま
す
。

　
地
域
の
支
え
合
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体
制
を
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築
す
る

　
要
援
護
者
避
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支
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訓
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事
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災
害
時
に
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要
援
護
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（
要
配
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）
の
避
難

支
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体
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を
地
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と
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、
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。
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、
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会
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に
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課
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に
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、
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意
を
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に
す
る
と
と

も
に
、
社
会
福
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の
発
展
に
功
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の
あ
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た
方
々
に
感

謝
と
敬
意
を
表
す
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
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　開
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日
　
11
月
９
日

　
時
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午
後
１
時
30
分
〜

　
場
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能
代
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会
館
　
中
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講
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松
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和
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氏（
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福
祉
研
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所
代
表
）
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住
民
目
線
で
福
祉
を
具
体
的
に
わ
か
り

や
す
く
紹
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し
ま
す
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　題 

「
地
域
で
共
に
支
え
合
う
し
く
み
づ
く
り
」

　
入
場
料
　
無
料
（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）

　
問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
89̶

６
０
０
０

◆
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
所

　
開
催
日
・
場
所

　10
月
24
日

　
　
　
　
　
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
　
　
　
　
　
11
月
28
日
・
12
月
26
日

　
　
　
　
　
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
面
談
室

　
時
　
　間
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
定
　
　員
　
市
内
在
住
の
方
　
先
着
５
名

　
問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
　
　
　
　
　
☎
89̶

６
０
０
０

　
　
　
　
　
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
73̶

３
８
０
１

◆
二
ツ
井
生
き
が
い
ス
ク―

ル

●
ピ
ン
ポ
ン
ゲ̶

ム

　開
催
日
　
９
月
27
日
　
10
月
４
日
・
25
日

　
内
　
　容
　
ピ
ン
ポ
ン
ゲ
ー
ム
（
卓
球
）

●
相
続
・
遺
言
に
つ
い
て
の
講
話

　
開
催
日
　
11
月
１
日

　
内
　
　容
　
公
証
人
よ
り
相
続
・
遺
言
に
つ
い
て
説
明

　い
ず
れ
も
、

　
定
　
　員
　
概
ね
65
歳
以
上
の
方
　
15
名

　場
　
　所
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
時
　
　間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
問
合
せ
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
73̶

３
８
０
１

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

●
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

　開
催
日
　
10
月
30
日
・
31
日
　
11
月
２
日

　
場
　
　所
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
時
　
　間
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　※

11
月
２
日
の
み
午
前
10
時
〜
正
午

　
内
　
　容
　
施
設
訪
問
、
お
箸
づ
く
り
等

　
受
講
料
　
３
０
０
円
（
材
料
費
と
し
て
）

　
定
　
　員
　
市
内
在
住
の
方
　
10
名

　
問
合
せ
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
73̶

３
８
０
１

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
研
修

　開
催
日
　
11
月
30
日

　
場
　
　所
　
能
代
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
時
　
　間
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
内
　
　容
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
89̶

６
０
０
０

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

　
開
催
日
　
12
月
１
日

　
場
　
　所
　
能
代
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
時
　
　間
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
内
　
　容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

　
問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
89̶

６
０
０
０

社
協
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
地
域
福
祉
団
体
へ
支
援
す
る　

　
福
祉
団
体
等
助
成
事
業

　
地
域
の
福
祉
団
体
等
が
行
う
事
業
へ
助
成
し
、
地
域

福
祉
活
動
の
推
進
と
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
助
成
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

能
代
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

・
母
子
寡
婦
福
祉
事
業
　

の
し
ろ
で
あ
い
の
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

・
の
し
ろ
で
あ
い
の
コ
ン
サ
ー
ト

ふ
っ
ち
ゃ
ん
・
ゆ
っ
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会

・
ふ
っ
ち
ゃ
ん
・
ゆ
っ
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
祭
り
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
い
ち
ば
ん
星
　

・
大
型
紙
芝
居
作
成
・
施
設
訪
問
事
業

の
し
ろ
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
会

・
ひ
ま
わ
り
号
走
る
事
業

能
代
市
赤
十
字
奉
仕
団

・
地
域
研
修
事
業

能
代
市
遺
族
会
　

・
遺
族
大
会
研
修
事
業

二
ツ
井
町
松
寿
会
連
合
会

・
町
中
花
い
っ
ぱ
い
運
動

能
代
山
本
手
話
研
究
会

・
手
話
研
究
事
業

二
ツ
井
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会

・
音
楽
鑑
賞
事
業

能
代
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
地
域
支
え
合
い
友
愛
活
動
の
展
開

能
代
山
本
肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
　

・
相
談
会
及
び
研
修
会
事
業

能
代
お
や
こ
劇
場

・
子
育
て
講
演
会
＆
人
形
劇
公
演
事
業

　
こ
の
度
、
平
成
30
年
７
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
理
事
会
に
お

い
て
、
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
就
任
に
際
し
ま
し
て
は
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
域
福
祉
活
動
の
更
な
る
推
進
と
社

会
福
祉
の
よ
り
一
層
の
充
実
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
高
齢
者
世
帯
の
増
加
、
社
会
的
孤
立
、
困
窮

世
帯
の
増
加
と
子
ど
も
の
貧
困
、
家
族
関
係
の
希
薄
化
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
低
下
な

ど
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
「
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
へ
の
対
応
」
と
「
地
域
の
つ
な
が
り
の
再
構

築
」
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
心

豊
か
に
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
自
立
支
援
の
推
進
に
努
め
る
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
、
協
働
で
地
域
支
援
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
事
業
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
よ
り
一
層
利
用

者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
取
り
組
み
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
民
間
福
祉
団
体
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
使
命
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
、
役
員
・
職
員
一
丸
と
な
り
、
精
一
杯
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
平
成
30
年
７
月

社
会
福
祉
法
人
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
田
　
村
　
重
　
由

新
会
長
就
任
挨
拶

新
会
長
就
任
挨
拶

8/26　出戸第五自治会

6/27　仁鮒中台町内会
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赤い羽根共同募金は､じぶんの町を良くするしくみ

赤い羽根共同募金運動
No.58

平成30年９月25日

　今年も10月１日から「赤い羽根共同募金運動」が全国一斉に行われます。
　この赤い羽根共同募金は能代市の子どもたち、高齢者、障がい者などを支援
するさまざまな活動に役立てられ、地域の福祉活動を支えています。
　平成30年度の赤い羽根共同募金目標額は7,500,000円です。市民の皆さま
に一世帯あたり550円を目安としてお願いしています。

皆さまのご理解、ご協力をよろしくお願いします。

赤い羽根共同募金運動
が始まります。

【施設合同夏祭りin松籟荘　８月４日】
　第11回施設合同夏祭りが開催されました。昼
の部では、デイサービス利用者の皆さまに、射的
や輪投げなどの屋台巡りで、縁日気分を楽しんで
いただきました。夜の部では、オープニングで
「のしろシニアチアダンス101」の皆さまによる
チアダンスから始まり、「働く婦人の家利用者連
絡協議会」と「千川流貴奉会」の皆さまによるやぐ
らを囲んでの盆踊りや焼き鳥などの屋台も大好評で、
松籟荘・グループホームの入居者、ボランティア、
藤山自治会の皆
さまと一緒に、
暑さに負けない
くらい盛り上が
りました。

【施設合同運動会　６月14日】
　利用者や入所者の皆さまの親睦を深めることを
目的に、今年も６施設から約250人が参加し、開
催されました。
　５チームに分かれ、ボール送りリレーやパン食
い競争、玉入れ競争、チーム対抗綱引きに挑戦し、
全力プレーで最後まで奮闘していました。第一保
育所の園児が歌や踊りを披露し、会場に賑やかな

声が響きました。会
場は熱気と笑い声に
包まれ、楽しい雰囲
気のなか無事終了し
ました。　　　　　

　　　　　

【浴衣の着付け　７月19日･26日､８月２日】
　日本の伝統文化である浴衣の着付けを池田貴美
子先生よりご指導いただきました。浴衣を着る機
会は少なく
なったと思
いますが、
洋服とはま
た違った新
しい自分を
見つけるこ
とができま
した。

二ツ井生きがいスクール
【健康踊り　５月24日､６月14日･28日】
　心身ともに健康で仲間作り・生活の輪を広げる
ため、今年も成田信子先生を講師に迎え開催しま
した。講師
のユーモア
のある指導
に、参加者
も引き込ま
れ、自然に
体を動かす
ことができ
ました。

赤い羽根共同募金は､じぶんの町を良くするしくみ

※写真は、平成29年度の街頭募金の様子です。

能代市社会福祉協議会 または検索
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